
202轟年が嚢 :ナました。

1′罵から簿酔料をこ辻井英治先生を音翼長ここお迎えす

ましたc,波多野先生‡こきま事:き続きたンター長とし

きます。

また1月 鵞:ヽ あ総合的科を新たここ立ち_11げ、吉岡克

れました。現在当鋳ま内科系診療 iま、溌化器、

神経錢専夢診 療利を́有してもヽますが、し,ヽずれにも

を持づた患者さんがおられます。みるいをまどこの

る勢か暁確で験しヽ場合もあります。そのような

サルテーションをする言参療季斗通して総合内科 :こ其露

います。内科系各診療隷 まもとよ iジ 、救急・総

や鑓内外の診療穫,と も連携 して診療を展開してい く

現在、地域医療構想Φ下、当地でも医療情勢

つつあります。入り回となる救斎計 紹介の

化してしヽきながら、地域で求められる医療を提

蟻してヽヽきたいと考えてしヽます。併せて若手医

ど母轟度難療機関でをま経験できなしヽ基本的な研修

ことも理機 します。新年を迎えて新たなスター ト

思しヽます。

饉Й62喜年度登録医鶉会 奪大阪中爾

重02轟年11,理 15甕 (土 )、 蓄諄シティ大数天玉寺 :こで「

ざ ま
‐‐
大:坂華南音諄地区医療講演会…1を開催しました。

先生方1轟名 :こ ご錢簿しヽただきゝ地域藪療連携センタ

溌華嚢告や現在取り組んでしヽる推策意こつしヽてご講i舞 し

療錢演会を襲よ、164名釣方をこご参鸞しヽただき、

院の取 り組み藤甕介翁 :′まか、露轟神経錢科・呼吸暑謡内

を交えた講演を行いました。会終了後の懇綴会‡轟よ

参加しヽただき、目類の診療連携をこ準しヽで意見交換を

ジ砂「藪ザ》多亀メれる薄覇傷票三|を より‐―一層灘め4資重な

甕療支援鋼鏡通して、地域の先生方と連携を深めな

られる甕療の提供 |こ努めてましヽ準ます。
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り:彩′成外科医i長を拝命いたしました、本村2025年 19月 よ l,、

祐介≧申します。

これまで、初期 。

大阪医科薬科大学病院

主な診療領域としてきま、

しヽった外傷、良性 。

赴任してから3か月

をこ貢献できる場面も多し

また、眼瞼下垂や巻き

で少し国っている_1よ

註考えています。声影

形成外科

甕長 本村梅介
うぞお気軽 }こお声か :す

圧感染対策向

当院で‡よ、感染対策 l白1

他の霊療機関に所属する

今年度 |よ、大阪鉄道病院

テウンドわよび感染対策

共通のチェックリス トが

て、客観鋳かつ詳細な

を受‡することで、国営業務の中できま気づきさこく

さらなる質の難 __独こ直な占しています。また、他

実践的な工夫を学ぶことができ碁点も、大きな

さま、やや緊張感も伴しヽますが、それ以上を,こ得ら

勢で取 り組んでおります。今後もこ勢ような取

療環境を提供できるよう、惑染対策母さらなる

れ′る

褻令和06年度 病院情報 (病院指標・医療の

こ鍛度、令澪爾轟年度のデータをもと:,こ作成 した、

指標 。医療の質指メ|:票)を公開いたしました。 病

さこ基づき、毎年 1参異1爾 :こ実施が義務付‡すられてい

書きこ提轟して聰ヽ轟DPC(診断群分類)データを用し

た指標を作成 。公開しております。 本制度をよ、

の医療の特徴や急性難医療の現状をご理解いただ く

ます。

行い、その後 iよ専攻藪として高知および

がら研鑽を積んでまピ■つました。

肢など鈴睡性農」傷、熱傷や顔麗骨骨折と

どを多 く継緩案してきましたL

が、通れまで翁経験を活かし、当院の

います。

り添うことも、形成外科の大切な役書馨だ

こなでお回 りのことがありましたら、

ともよろしくお願い申し上げます。

当院ホームベージ‡こ掲載の「病院情報の公表」を

:こ関オン4きまどで‡まな 1ご キヽナれど、日常生活
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に、旭化成メディカル

濃縮再静注法 CART

Therary)_1を ミナー

や華緩告、離ま
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難ま観察瞬

NE機轟管理科 轟球主鮭
鑢床工学技士 疇農薮鐘博

ここ関す儀
‐
臨定墨

ある|_壼療機関の胸半数

敷地内ここ救護所を立ち

当院できま災害対策勢

〕 嘔な
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しました。 1購修の1'甕:子やスタップの議常を:発:f言 し、

、当院の魅力をお震きましていきます.
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救急 器総合診瞭センター音雰長 島甕賀 JI真一療雰



クリスマス会

ケア病棟をこ入鏡奉鋳患者様やご家族様 :こ加え、一

:こ も多数ご参蜘いただきました。この目のため :こ、

1か丼前から準鑢を進め、参難される皆様 :こ楽し

りのクリスマスルー ドや裁言難ルー ドの作成、ハン

演:奏蒔練習などを行ってきました。当獲:ま会場 :こあ

な奪懸気が広が l:λ :針を意しヽ幾して疲が轟ました _:

験で戦鍮歌えて元気鵞ヾ轟ました』葬入;擁中ここクリス

たヽだきました (》 1久し撼ミリの爾f壼となったクリスマス

参撥l:|さ れた管様‡こと春て、思 b弯 li‡こ残るいとときと

り方について

、読内をことがまらず、地域 |こある影響 (し ろヽど攀:)

してしヽきます。

り方をこついてです。 轟簸療養費論|1度 |よ、医療費鰺ゞ
も、患者の自己負担を一定簸までうこ抑える仕組み

重要な ::::愛診のセープティネット」です。一一方で、

母高度化により医療費をよ増え続きまてお り、議|∫度を将

ヽヽます。 厚労省の専問委員会で Jよ、ア職 以上の外

区分だをナでなく、所得や負担能力をより反映させ儀

た、JI曼性疾患で長期通院が必要な患者や、:懇額な菫

が残りやすく、年間を通じた上藪設定や多数甕

をま、入退:坑支援や治療選択、生活設計の意思決定

理解≧、分かりやすbヽ J:青報提幾が今後ますます重要

地域甕療課課長 杉井 鐘祐

●
■

、緩和ケア病糠主催のクリスマス会を 5年ぶ }昇こ覇

:楽:じめてよかった_:な ど、多 くの」猿、あたたまるお言

した。

緩穂ケプげ轟糠 轟:1主任 北‡寸爺


